
　

太
平
洋
の
タ
イ
ガ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

と
呼
ば
れ
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）
は
、
二
〇
〇
二
年
の
総
選

挙
後
に
成
立
し
た
、
建
国
の
父
マ
イ
ケ

ル
・
ソ
マ
レ
氏
を
首
班
と
す
る
国
民
同

盟
政
権
二
期
の
一
〇
年
間
、
年
平
均

八
％
の
成
長
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て

来
年
、
操
業
が
開
始
さ
れ
る
巨
大
ガ
ス

田
、
ハ
イ
デ
ス
・
ガ
ス
・
フ
ィ
ー
ル
ズ

（
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
）
は
、
三
年

後
に
Ｐ
Ｎ
Ｇ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
倍
増
さ
せ
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
日
本
に
も
東
京

電
力
と
大
阪
ガ
ス
に
供
給
さ
れ
る
）。

　

こ
う
し
た
驚
異
の
経
済
成
長
は
、
む

ろ
ん
石
油
と
ガ
ス
の
上
に
黄
金
（
ゴ
ー

ル
ド
）
が
浮
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
に
恵
ま
れ
た
資
源
に
負
う
の
だ
が
、

そ
れ
で
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
人
は
何
の
寄
与
も
し

て
い
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
。
Ｐ
Ｎ
Ｇ
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
熱
狂
と
そ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
な
し

に
は
、
二
一
世
紀
に
迎
え
た
こ
の
タ
イ

ガ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
成
立
し
得
な

か
っ
た
の
だ
。

　

人
口
七
〇
〇
万
の
Ｐ
Ｎ
Ｇ
は
、
豪
・

Ｎ
Ｚ
を
除
く
太
平
洋
島
嶼
諸
国
民
一
〇

〇
〇
万
中
七
割
の
人
口
を
保
有
し
、
人

口
四
〇
〇
万
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を

凌
駕
し
、
富
士
山
型
の
そ
の
美
し
い
人

口
曲
線
は
、
二
〇
三
〇
年
に
は
一
〇
〇

〇
万
に
達
し
よ
う
と
い
う
勢
い
で
あ
る
。

そ
し
て
、
二
〇
三
〇
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

お
い
て
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
抜
い

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
次
ぐ
太
平
洋
第

二
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

我
々
は
、
そ
の
経
済
発
展
の
担
い
手

と
な
る
Ｐ
Ｎ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
生
態

に
肉
迫
し
て
ゆ
こ
う
。

●
貨
幣
経
済
の
誕
生

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
文
明
史

は
、
一
八
八
四
年
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス

が
海
岸
線
だ
け
が
描
か
れ
た
白
地
図
の

上
に
境
界
線
を
引
い
た
時
に
始
ま
る
。

北
半
は
ド
イ
ツ
領
と
さ
れ
、
ノ
イ
・
ギ

ネ
ア
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
と
命
名
さ
れ
、

南
半
は
イ
ギ
リ
ス
領
と
さ
れ
、
パ
プ
ア

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
合
わ
せ
て
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
あ
る
。

　

そ
の
時
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
全
土
は
石
器
時
代

の
部
族
社
会
で
あ
る
。

　

金
属
器
も
な
い
、
文
字
も
な
い
、
国

家
も
な
い
、
世
界
宗
教
も
な
い
、
も
ち

ろ
ん
貨
幣
経
済
も
な
か
っ
た
。
あ
っ
た

の
は
、
ブ
ロ
ニ
ラ
フ
・
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー

の
民
族
誌
の
古
典
『
西
太
平
洋
の
ア
ル

ゴ
ー
船
隊
』
に
描
か
れ
た
ク
ラ
交
易
に

み
ら
れ
る
よ
う
な「
贈
与
交
換
」で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
石
器
時
代
の
Ｐ
Ｎ
Ｇ
に
最

初
に
入
っ
て
い
っ
た
白
人
達
は
植
民
地

官
吏
、
人
の
魂
を
求
め
る
宣
教
師
、
黄

金
を
求
め
る
山
師
、
コ
プ
ラ
（
コ
コ
ヤ

シ
の
実
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
、
マ
ー
ガ

リ
ン
や
石
け
ん
や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
原

料
）
栽
培
の
プ
ラ
ン
タ
ー
（
入
植
者
）、

そ
し
て
人
類
学
者
で
あ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｎ
Ｇ
文
明
史
を
語
り
出
し
た
ら
き

り
が
な
い
。
我
々
は
目
盛
り
を
一
九
三

〇
年
代
に
合
わ
せ
、
標
高
一
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高

地
に
赴
こ
う
。

　

第
一
次
大
戦
は
終
わ
り
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
下
に
入
り
ゴ
ー

ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
無
人
の
地
だ
と
思
わ
れ
て

い
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
に
ゴ
ー
ル

ド
・
プ
ロ
ス
ペ
ク
タ
ー
の
マ
イ
ケ
ル
と

ダ
ン
の
レ
イ
兄
弟
と
植
民
地
統
治
官
の

ジ
ム
・
テ
ー
ラ
ー
が
東
西
三
〇
〇
キ
ロ

を
踏
破
し
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
全
人
口
の
四
割
を

占
め
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
民
を
「
発

見
」
す
る
。

　

例
に
よ
っ
て
、
統
治
官
と
山
師
と
宣

教
師
が
入
っ
て
く
る
。

　

白
人
達
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
民
の

宝
に
し
て
贈
与
財
で
あ
っ
た
真し

ん

珠じ
ゅ

母も

貝が
い

の
大
き
な
貝
片
を
大
量
に
飛
行
機
で
運

び
こ
み
、
ブ
タ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の

食
料
や
人
々
を
働
か
せ
る
対
価
と
し
て

与
え
た
。

　

だ
が
、
一
九
四
二
年
、
大
日
本
帝
国

軍
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
侵
攻
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
支
配
は
中
断
す

る
。
日
本
軍
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
中
央
高

地
に
ま
で
兵
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
白
人
統
治
は
一
九
四
六
年

族
的
資
本
主
義
の
英
雄
時
代

―
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
文
化
進
化
史
―

塩
田
光
喜

世界の中小企業
特　集

16アジ研ワールド・トレンド No.207 （2012. 12）



ま
で
断
ち
切
ら
れ
た
。

　

戦
後
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
統
治
の

衝し
ょ
うに

当
た
っ
た
の
が
、
一
九
三
三
年
レ

イ
兄
弟
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地

を
東
西
に
横
断
し
た
ジ
ム
・
テ
ー
ラ
ー

こ
と
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ン
ゼ
イ
・
テ
ー

ラ
ー
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ム
・
テ
ー
ラ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
の

真
珠
母
貝
の
貝
貨
を
使
う
の
は
や
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紙
幣
（
当
時
は
ポ
ン

ド
）
を
通
用
さ
せ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高

地
に
貨
幣
経
済
を
持
ち
こ
も
う
と
す
る
。

　

だ
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
民
に
は
ポ

ン
ド
紙
幣
と
タ
バ
コ
を
巻
く
新
聞
紙
の

違
い
が
わ
か
ら
な
い
。
食
物
や
労
働
の

対
価
と
し
て
与
え
ら
れ
た
紙
幣
は
い
た

ず
ら
に
退
蔵
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
退
蔵
さ
れ
た
ポ
ン
ド
紙
幣

に
ハ
ケ
口
を
与
え
た
の
は
、
レ
イ
兄
弟

の
次
兄
ジ
ム
で
あ
っ
た
。
ジ
ム
・
レ
イ

は
テ
ー
ラ
ー
が
統
治
本
部
を
置
い
た
ゴ

ロ
カ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
一
九
四
八

年
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
で
初
め
て
の

ト
レ
ー
ド
・
ス
ト
ア
ー
（
万よ

ろ
ず
や屋

）
を
開

い
た
。
ジ
ム
・
レ
イ
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

高
地
民
の
熱
望
す
る
真
珠
母
貝
の
貝
貨

や
鉄
斧
、
鉄
製
の
山
刀
を
並
べ
、
ポ
ン

ド
紙
幣
と
交
換
に
「
売
っ
た
」。

　

テ
ー
ラ
ー
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
民

に
与
え
た
二
八
八
〇
ポ
ン
ド
は
わ
ず
か

六
日
で
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
ジ
ム
・
レ

イ
の
手
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
民
に
、

ポ
ン
ド
紙
幣
に
は
「
値
打
ち
が
あ
る
」

と
思
う
よ
う
に
さ
せ
る
に
は
そ
れ
か
ら

更
に
一
〇
年
を
要
し
た
。

　

こ
こ
で
も
、
先
頭
を
切
っ
た
の
は
ジ

ム
・
レ
イ
で
あ
る
。
ジ
ム
・
レ
イ
は
高

地
民
か
ら
土
地
を
「
買
い
」、
そ
こ
に

コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
植
え
て
い
っ
た
。
一

九
四
八
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
五
二
年
七
月
、
ジ
ム
・
レ
イ
は

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
最
初
の
収
穫
を
行
っ

た
。
ジ
ム
・
レ
イ
は
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

当
時
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
売
値
は
一
キ
ロ

一
・
六
ポ
ン
ド
、コ
ー
ヒ
ー
価
格
の
ピ
ー

ク
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
記
録
は
長

く
抜
か
れ
る
こ
と
な
く
、
一
九
六
八
年

に
な
っ
て
も
、
そ
の
半
値
に
達
す
る
の

が
や
っ
と
で
あ
る
。

　

ジ
ム
・
レ
イ
の
成
功
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
在
住

の
白
人
達
の
間
に
コ
ー
ヒ
ー
入
植
熱
の

火
を
点
け
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
統

治
の
衝
に
あ
っ
た
ジ
ム
・
テ
ー
ラ
ー
ま

で
が
、
職
を
投
げ
う
ち
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

を
始
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ジ
ム
・
テ
ー

ラ
ー
の
副
官
で
あ
っ
た
イ
ア
ン
・
ダ
ウ

ン
ズ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
雰
囲
気

は
戦
前
、
金
が
発
見
さ
れ
た
当
時
の
よ

う
に
熱
狂
的
な
も
の
だ
。
違
う
の
は
、

今
回
は
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
で
は
な

く
土
地
ラ
ッ
シ
ュ
だ
と
い
う
事
だ
」。

　

こ
う
し
た
白
人
達
の
熱
狂
は
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
高
地
民
に
好
奇
と
懐
疑
の
念
を

抱
か
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。「
連
中

は
、
な
ん
で
俺
達
の
土
地
を
手
に
入
れ
、

奇
妙
な
木
を
植
え
て
い
く
の
か
？
」
と
。

　

ゴ
ロ
カ
近
傍
の
高
地
民
達
は
、
ジ
ム
・

レ
イ
に
倣
っ
て
統
治
府
の
指
導
の
も

と
、コ
ー
ヒ
ー
を
植
え
始
め
た
。そ
し
て
、

一
〇
年
後
の
一
九
六
二
年
に
は
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
高
地
に
は
二
〇
〇
万
本
の
コ
ー

ヒ
ー
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

　

一
九
五
二
年
に
は
八
〇
〇
〇
Ｕ
Ｓ
ド

ル
で
あ
っ
た
Ｐ
Ｎ
Ｇ
の
コ
ー
ヒ
ー
輸
出

額
は
、
一
九
五
五
年
に
は
二
〇
倍
近
い

一
五
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
、
一
九
六
〇
年
に

は
そ
れ
を
更
に
九
倍
し
た
一
四
三
万
四

〇
〇
〇
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
増
え
、
そ
の
間
の

平
均
成
長
率
は
年
平
均
八
〇
％
に
も
及

ん
だ
。
一
九
七
〇
年
に
は
つ
い
に
二
〇

一
八
万
二
〇
〇
〇
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
達
し
、

そ
の
う
ち
高
地
民
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
は

全
産
出
額
の
七
八
％
に
達
し
て
い
た
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
に
は
コ
ー

ヒ
ー
だ
け
で
一
六
〇
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
も

の
貨
幣
が
流
れ
こ
み
、
流
通
を
始
め
た

わ
け
で
あ
る
。

　

ジ
ム
・
テ
ー
ラ
ー
が
ポ
ン
ド
紙
幣
を

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
に
導
入
し
て
か
ら

二
二
年
後
、
そ
の
流
通
量
は
コ
ー
ヒ
ー

だ
け
で
数
千
倍
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
人
類
史
上
、
空
前
絶
後
の
経
済

成
長
で
あ
っ
た
。

● 

ア
イ
エ
・
ウ
ィ
ン
デ
ィ
―
族
的

資
本
主
義
の
一
英
雄

　

こ
う
し
て
、
一
九
七
五
年
の
独
立
ま

で
に
人
口
一
五
〇
万
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

高
地
の
隅
々
に
至
る
ま
で
、
貨
幣
経
済

は
浸
透
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
単
語
が
、ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
高
地
の
全
民
族
の
言
語
に
加

わ
っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

高
地
民
の
熱
狂
と
情
熱
は
す
さ
ま
じ
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
高
地
民
は
天
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

を
、
私
は
一
人
の
典
型
的
な
人
物
を
通

し
て
描
い
て
ゆ
こ
う
。

　

彼
の
名
は
ア
イ
エ
・
ウ
ィ
ン
デ
ィ
。

私
の
イ
ン
ボ
ン
グ
族
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
で

あ
る
。

　

ア
イ
エ
は
一
九
六
七
年
に
生
ま
れ

た
。
イ
ン
ボ
ン
グ
族
は
一
九
五
三
年
に

白
人
に
よ
り
平
定
（p

acify

）
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
文
明
到
来
後
に
生
ま
れ
た

文
明
第
二
世
代
で
あ
る
。

　

氏
族
は
ア
ペ
ン
ダ
イ
氏
族
、
生
ま
れ

た
の
は
ア
ン
ブ
プ
ル
村
だ
が
、
父
ウ
ィ

族的資本主義の英雄時代 ―パプアニューギニアにおける ビジネス文化進化史―
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ン
デ
ィ
は
自
ら
の
母
の
出
生
地
ポ
ネ
モ

ン
ゴ
村
に
移
動
し
、
ア
イ
エ
は
少
年
時

を
ポ
ネ
モ
ン
ゴ
で
す
ご
す
。
ポ
ネ
モ
ン

ゴ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
福
音
派
（
エ
ヴ
ァ

ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
）
宣
教
団
、バ
イ
ブ
ル
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
カ
ウ
ペ
ナ
の
土
地
を
与

え
、
教
会
と
小
学
校
と
診
療
所
を
建
て

さ
せ
た
。
ア
イ
エ
も
小
学
校
に
通
い
、

教
育
担
当
の
ミ
ス
・
レ
ニ
タ
こ
と
レ
ニ

タ
・
バ
ス
テ
ィ
ン
に
愛
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
独
立
の
年
、
ウ
ィ
ン
デ
ィ
の

家
は
何
者
か
に
放
火
さ
れ
、怒
っ
た
ウ
ィ

ン
デ
ィ
は
妻
の
父
で
、
こ
の
一
帯
最
高

の
政
治
指
導
者
ナ
ウ
リ
ガ
イ
・
ト
ゥ
エ

ポ
に
土
地
を
与
え
ら
れ
、
ア
ン
ブ
プ
ル

村
に
一
家
を
あ
げ
て
引
き
揚
げ
る
。

　

ア
イ
エ
も
ア
ン
ブ
プ
ル
に
戻
り
カ
ウ

ペ
ナ
小
学
校
を
卒
業
、
同
い
年
の
異
母

兄
弟
エ
ン
バ
が
公
立
イ
ア
リ
ブ
中
学
に

進
ん
だ
た
め
、
バ
イ
ブ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

経
営
の
パ
バ
ラ
ブ
ル
中
学
に
進
学
す
る
。

　

一
九
八
五
年
、
私
は
ア
イ
エ
の
姉
ク

ク
の
夫
サ
イ
モ
ン
・
ア
ペ
に
招
じ
ら
れ
、

ア
ン
ブ
プ
ル
村
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
始
め
、
老
ウ
ィ
ン
デ
ィ
の
敷
地
に
家

を
建
て
る
。

　

そ
の
年
、
学
年
第
二
位
の
成
績
で
卒

業
し
た
ア
イ
エ
は
実
家
に
帰
り
、
私
と

の
「
兄
弟
関
係
」
が
始
ま
る
。

　

し
ば
ら
く
、
家
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い

た
ア
イ
エ
だ
が
、
ミ
ス
・
レ
ニ
タ
の
口

利
き
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
製
材
会

社
ビ
ー
チ
ウ
ッ
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
就

職
。
爪
に
火
を
点
も
す
よ
う
に
コ
ツ
コ

ツ
と
貯
金
に
励
ん
だ
。

　

一
九
八
七
年
四
月
、
私
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
終
了
直
後
、
総
選
挙
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
サ
イ
モ
ン
・
ア

ペ
は
旧
知
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
テ
モ
の
選
挙
参
謀（
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
ミ
ニ
ス
タ
ー
）
と
な
り
、
現
職
の

グ
ラ
イ
ミ
ー
・
ワ
レ
ナ
に
挑
戦
し
た
。

サ
イ
モ
ン
は
見
事
テ
モ
を
当
選
さ
せ
る

と
、
大
臣
に
就
任
し
た
テ
モ
の
秘
書
官

と
な
る
。

　

ア
イ
エ
は
貯
め
た
金
で
Ｐ
Ｎ
Ｇ
随
一

の
産
業
都
市
ラ
エ
の
ラ
エ
・
テ
ク
ニ
カ

ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
入
学
、

会
計
学
を
修
め
、
ト
ッ
プ
で
卒
業
し
、

ダ
ン
ロ
ッ
プ
に
入
社
す
る
。

　

サ
イ
モ
ン
は
テ
モ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

で
、帰
化
白
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、ロ
バ
ー

ト
・
サ
ッ
ク
リ
ン
グ
に
紹
介
さ
れ
、
銀

行
か
ら
融
資
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
古
着
を
輸
入
し
、
売
り
に
出
す

と
い
う
古
着
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
。

　

サ
イ
モ
ン
の
古
着
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
当

た
り
し
、
サ
イ
モ
ン
は
財
務
を
任
せ
る

た
め
、
ア
イ
エ
を
ダ
ン
ロ
ッ
プ
か
ら
引

き
抜
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
に
開
業
し
た
サ
イ
モ
ン

の
古
着
屋
は
、
一
九
九
一
年
に
は
モ
レ

ス
ビ
ー
に
二
店
、
一
九
九
二
年
に
は
更

に
ラ
エ
と
ラ
バ
ウ
ル
に
二
店
と
急
速
に

拡
大
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
九
二
年
。
再
び
、
選

挙
で
あ
る
。
サ
イ
モ
ン
は
今
度
も
テ
モ

の
選
挙
参
謀
を
努
め
、
テ
モ
を
圧
勝
さ

せ
る
が
、
ク
リ
ガ
イ
氏
族
の
若
い
娘
と

ね
ん
ご
ろ
に
な
り
、
二
〇
頭
の
ブ
タ
と

一
万
キ
ナ
で
め
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
激

怒
し
た
の
は
ア
イ
エ
の
姉
の
ク
ク
で

あ
っ
た
。
第
二
夫
人
は
父
も
め
と
っ
て

い
る
か
ら
許
す
が
、
自
分
の
時
の
婚こ

ん

資し

は
三
頭
の
ブ
タ
と
三
〇
〇
キ
ナ
で
あ

る
。
こ
の
差
別
待
遇
は
自
分
を
辱
め
る

も
の
で
あ
る
。
許
せ
な
い
ク
ク
は
、
ア

イ
エ
に
サ
イ
モ
ン
の
口
座
か
ら
二
万
五

〇
〇
〇
キ
ナ
を
引
き
出
さ
せ
、
ア
イ
エ

は
ポ
ネ
モ
ン
ゴ
時
代
の
竹
馬
の
友
ジ
ョ

ゼ
フ
・
プ
ル
ノ
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。

　

今
度
は
サ
イ
モ
ン
が
激
怒
す
る
番

だ
。ピ
ス
ト
ル
を
空
に
向
け
て
放
つ
と
、

ク
ク
や
ア
イ
エ
ら
ウ
ィ
ン
デ
ィ
兄
弟
を

店
か
ら
追
放
し
た
。

　

ア
イ
エ
ら
は
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
を
路
上
生
活
し
て
過
ご
す
が
、
イ

ン
ボ
ン
グ
族
文
明
第
一
世
代
の
エ
レ

ペ
・
コ
ロ
ウ
ィ
（
離
婚
し
た
ウ
ィ
ワ
・

コ
ロ
ウ
ィ
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
総
督
と
な
る
）
の

援
助
も
あ
っ
て
立
ち
直
る
。

　

ア
イ
エ
、
エ
ン
バ
、
サ
ニ
の
ウ
ィ
ン

デ
ィ
三
兄
弟
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
プ
ル
ノ

か
ら
の
二
万
五
〇
〇
〇
キ
ナ
を
元
手
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
。
万
屋
を
建
て
商

品
を
調
達
す
る
と
、
再
び
エ
レ
ペ
・
コ

ロ
ウ
ィ
が
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
譲
っ
て
く
れ

た
。こ
う
し
て
商
品
調
達
を
し
な
が
ら
、

ビ
ン
缶
収
集
も
行
い
、
店
を
も
う
一
軒

建
て
る
と
タ
イ
ヤ
・
サ
ー
ビ
ス
と
弁
当

屋
（
タ
ッ
カ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
）
を
始
め

た
。
毎
日
の
食
事
は
乾
パ
ン
、
鳥
の
股

肉
付
き
ラ
イ
ス
を
食
べ
る
の
は
四
週
に

一
度
で
あ
る
。
仕
事
を
始
め
る
の
は
朝

五
〜
六
時
、
終
え
る
の
は
夜
の
一
〇
〜

一
一
時
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
ア
イ
エ
は
ポ
ー
ト
モ
レ

ス
ビ
ー
の
中
下
層
の
市
民
が
朝
食
を
と

ジョセフ
親友

アイエクク＝サイモン

プルノウィンディアペ

△○＝△

［ヌンブヌンブ氏族］［アペンダイ氏族］［オポガイ氏族］

図1　相関図

（出所）筆者作成。
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ら
ず
に
仕
事
に
出
か
け
て
い
く
こ
と
に

気
づ
い
た
。
朝
食
を
と
る
の
は
、
自
動

車
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
二
斤
入

り
の
パ
ン
を
買
い
に
行
き
、
自
宅
の
大

型
冷
蔵
庫
で
保
存
で
き
る
上
流
層
の

み
。
赤
道
直
下
の
モ
レ
ス
ビ
ー
で
は
パ

ン
が
傷い

た

む
の
は
早
い
。

　

ア
イ
エ
の
竹
馬
の
友
に
し
て
父
方
祖

母
の
氏
族
ヌ
ン
ブ
ヌ
ン
ブ
の
ジ
ョ
セ

フ
・
プ
ル
ノ
は
、
兄
ト
ロ
ン
ベ
ナ
が
始

め
た
ス
コ
ー
ン
（
小
型
の
丸
い
パ
ン
）・

ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
で
成
功
を
収
め
て

い
た
。

　
「
あ
れ
や
！
」
ア
イ
エ
の
ア
イ
デ
ア

は
、
中
下
層
民
が
毎
日
生
活
物
資
を
買

い
に
行
く
万
屋
（
ト
レ
ー
ド
・
ス
ト
ア
）

や
公
設
市
場
に
安
価
な
ス
コ
ー
ン
を
配

達
し
て
回
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

ア
イ
エ
は
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
全

ビ
ジ
ネ
ス
を
売
却
し
、
銀
行
か
ら
一
〇

万
キ
ナ
を
借
り
出
し
、
巨
大
な
倉
庫
を

買
い
取
り
、
ジ
ョ
ゼ
フ
に
ス
コ
ー
ン
製

造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
り
、
必
要
な
機

械
と
配
達
に
必
要
な
車
を
買
い
入
れ
る

と
、
全
力
を
ス
コ
ー
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
に

傾
注
し
た
。

　

ス
コ
ー
ン
一
個
は
三
〇
ト
ヤ
（
当
時

の
レ
ー
ト
で
三
〇
円
）。
モ
レ
ス
ビ
ー

の
中
下
層
民
は
ア
イ
エ
の
供
給
す
る
ス

コ
ー
ン
に
飛
び
つ
い
た
。

　

三
台
の
バ
ン
は
フ
ル
操
業
で
モ
レ
ス

ビ
ー
中
の
万
屋
や
市
場
を
回
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
足
ら
ず
、
更
に
二
台
の
バ
ン

を
買
い
足
し
た
。
一
台
当
た
り
の
売
上

げ
は
約
五
〇
〇
キ
ナ
、
一
日
の
総
売
上

げ
は
二
五
〇
〇
キ
ナ
（
三
〇
万
円
）
に

達
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
需
要
に
追
い

付
け
な
い
と
み
た
ア
イ
エ
は
、
エ
ン
バ

に
も
パ
ン
工
場
を
造
ら
せ
、
双
方
合
わ

せ
て
の
売
上
げ
は
一
日
四
〇
〇
〇
キ
ナ

（
五
〇
万
円
）
に
達
し
た
。
ポ
ー
ト
モ
レ

ス
ビ
ー
市
民
一
五
万
の
う
ち
、
一
万
人

以
上
が
ウ
ィ
ン
デ
ィ
兄
弟
の
生
産
す
る

ス
コ
ー
ン
を
食
べ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ア
イ
エ
は
こ
う
し
て
シ
ュ
ム
ペ
ー

タ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
新
結
合
」
を
遂
行

し
、
中
下
層
民
の
潜
在
的
欲
望
に
形
を

与
え
、
す
な
わ
ち
潜
在
的
需
要
に
新
商

品
を
供
給
し
、
新
市
場
を
開
拓
し
た
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
創
業

者
利
潤
は
莫
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
更

に
い
う
な
ら
ば
、
ア
イ
エ
は
彼
の
ス

コ
ー
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
ポ
ー
ト

モ
レ
ス
ビ
ー
中
下
層
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
も
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

● 

族
的
資
本
主
義
と

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

　

資
本
主
義
発
展
の
た
め
に
は
、
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
よ
う
な
勤

労
や
禁
欲
の
精
神
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
い
。
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
い
う
よ
う

な
企
業
家
精
神
（
エ
ン
タ
ー
プ
ル
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
が
不
可
欠
で
あ
る
。
産
業
革

命
時
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
資
本
主
義
の
英
雄
達
、
ワ
ッ

ト
や
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
達
に
は
み
な
ぎ
る

企
業
家
精
神
が
あ
っ
た
。

　

ア
イ
エ
・
ウ
ィ
ン
デ
ィ
に
も
、
市
場

の
ニ
ッ
チ
を
鋭
く
見
抜
き
、
そ
こ
に
資

源
を
総
動
員
し
て
賭
に
打
っ
て
出
る
企

業
家
精
神
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ス

コ
ー
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
追
随
者
が
群
が

り
出
る
と
、
次
々
と
新
機
軸
を
打
ち
出

し
て
い
っ
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参

考
文
献
①
②
参
照
）。

　

ア
イ
エ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｎ
Ｇ
人
新
興
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー

の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行

け
ば
無
数
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る

（
参
考
文
献
④
参
照
）。

　

こ
う
し
た
ア
ニ
マ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

に
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
達
が
、
資

源
ブ
ー
ム
に
沸
く
Ｐ
Ｎ
Ｇ
を
資
本
主
義

へ
と
推
進
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

　

ス
コ
ー
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
ア

イ
エ
の
も
と
を
訪
れ
た
私
は
「
皆
で
、

お
祝
い
に
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
繰
り
出
そ
う
や
！
」
と
い
う
こ
と

で
、ア
イ
エ
の
車
の
助
手
席
に
座
っ
た
。

発
進
！　

す
る
と
、
や
に
わ
に
ア
イ
エ

が
口
笛
を
吹
き
出
し
た
。
何
と
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
の
例
の
「
歓
喜
の

歌
」
だ
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
偉

大
な
る
か
な
！　

彼
の
代
表
作
は
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
の
文
明
第
二
世
代

の
心
を
と
ら
え
、
そ
の
主
題
歌
（
テ
ー

マ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
に
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
そ
の
口
笛
の
音ね

は
族
的
資
本

主
義
の
英
雄
時
代
の
到
来
を
告
げ
る

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
よ
う
に
、
私
の
耳

に
は
聞
こ
え
た
。

（
し
お
た　

み
つ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

貧
困
削
減
・
社
会
開
発
研
究
グ
ル
ー

プ
）

《
参
考
文
献
》

① 

塩
田
光
喜
﹇
二
〇
〇
〇
﹈「
ビ
ジ
ネ
ス

と
福
音
―
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お

け
る
都
市
文
化
の
形
成
と
そ
の
主
体
」

塩
田
・
熊
谷
編
『
都
市
の
誕
生
―
太
平

洋
島
嶼
諸
国
の
都
市
化
と
社
会
変
容
』。

②  

│
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

高
地
に
お
け
る
人
生
ゲ
ー
ム
と
し
て
の

階
級
間
闘
争
」
塩
田
編
『
島
々
と
階
級

―
太
平
洋
島
嶼
諸
国
に
お
け
る
近
代
と

不
平
等
』。

③  

│
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
石
斧
と
十
字
架

―
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
イ
ン
ボ
ン

グ
年
代
記
』。

④  

│
﹇
二
〇
一
二
﹈「
Ｐ
Ｎ
Ｇ
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
今
昔
」
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト

レ
ン
ド　

七
月
号
。
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